
 

 

磐梯朝日国立公園の北と南の自治体が手を組み、新たな価値を創造！ 

山形県西川町と福島県北塩原村が連携に関する協定を締結します！！ 
 

山形県西川町(町長：菅野大志)と福島県北塩原村(村長：遠藤和夫)は、これまで相互に複数回の行政視察を行ってま

いりました。今般、両自治体は、それぞれの保有する湖をはじめとする自然資源・文化等を有効活用し、互いに連携・

協力することによって、双方の発展を図ることを目的に10月6日(火)に連携に関する協定を締結します。 

 

１ 事業連携内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 福島県北塩原村の概要  

 

 

 

 

 

 

 

３ 連携に関する協定式を開催します 
 

 

Press Release  

2026年9月28日 

山形県 西 川 町 

福島県 北塩原村 

❶ 人口減少対策及び交流人口・関係人口の拡大に関すること 

➋ 人材育成に関すること 

➌ 災害時の相互支援に関すること 

❹ 双方の発展に関する情報交換及び連携に関すること 

➎ 双方が持つ強みや特性、スキル、ノウハウの共有に関すること 

・ 福島県会津地方の北部に位置し、宝の山「磐梯山」の北西部に広

がる自然豊かな村です。村の大半が国立公園指定から70年を迎え

た「磐梯朝日国立公園」に属する。 

・ 「裏磐梯」と呼ばれる地域には、「五色沼湖沼群」や「桧原湖」

などの景勝地がある。山形県米沢市とも接しており「旧米沢会津

街道」沿いには、山城跡が数多く、会津と米沢における要衝であ

ったことを感じることのできる歴史のエリアでもあります。 

■日 時：10 月 6 日(火) 9:30 から 会 場：福島県北塩原村役場（集会室１・２） 

■協定式参加者：西川町⾧ 菅野大志、北塩原村⾧ 遠藤和夫 

【問い合わせ】西川町総務課 荒木  ☎ ０２３７―７４－４４０４  

✉araki-shinya@ms.town.nishikawa.yamagata.jp 

 西川町 北塩原村 

人口((R8.8) 4,279人 2,305人 

面積 393.19㎢ 234.08㎢ 

予算(R8一般会計) 70.0億円 38.6億円 

主力産業 建設・医療・福祉 宿泊・飲食業 

 

❶ 山塩活用、❷ ワカサギ釣り等檜原湖活用ノウハウ 

❸ 地方創生交付金等獲得ノウハウ 

■共通の強み：磐梯朝日国立公園を活かした観光、山塩、水上アクティビティ 


